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合成語 に見 られる音素交替
田 村 す ず子
昨年(1970年)の日本 語教育公 開講座 でわた くしは 「言語分析 におけ る
職能 の取 り上 げ方」 とい う題 でお話 し したが(こ れ は 『講座 日本 語教育』
第7分 冊(早稲 田大学語学教育研 究所,1971)に収録 され ている),その序論
で次 のように述べ たq「いわゆるsyn亡axだけでは文法全体 の半分 に も足9
ない。言語形式 の構成 要素 とな り得 る材料 としての個 々の形式 を綿密 に調
べて記述 す る必要 があ る。`つ ま り・構文法上 の規則ばか りい くら明 らかに
した としても,一 つ一 つの形式 の形,意 味,職 能 を明 らか に しなけれ ば片
手落 ちだ とい うことで ある。 片手落 ち どころか,個 々の形式 の認定iden一
曲cationができなければsynt無 もわか らな いわけであ る。 そ して個 々
の形式 を認定 して記述 す るため には,実 際に形式 の性質 を調 べ る必要 があ
ること,調 べては じめ てわか るこ とがた くさんあるのだ とい うことを話 し
た。 そ して昨年(1970)は特 に職能 の面 を どのよ うに取 り上 げた らよいか,
そ うす ることに よってど うい うことが明 らか になるか と暁 う問題 を中心 に
お話 ししたわけであ る。
そ の中で形 の面 の問題 にも ち ょっ と言及 した。 た とえばハ コ 輩箱 》 と
い う形式 は単独 ではハ コだが,前 に何かついて 「チ ョー ク箱J「 お もち ゃ
箱」「道具 箱」 「木 箱」 「ボール 箱」 「あき箱」 の ような合成語 になる とバ コ
となる。そ してこれ と同 じhとbの 交替 は ヒ→ ビ,フ ネ → ブネ,ホ シ→
ボシそ の他数 多 くの形 式 にも見 られ るか ら,目ハ コだけにつ いて記述す るの
ではな く・それ らの形式 に共通 り現 象 として抜 き出 してま とめて記述す る
のが賢明である。 しか し語頭 にhを 持 っていて もそれがbに な らない形
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式 もあるか 弘 ハ コ とい う形式 が合成 語の後部 要素 となった場合 にはh→b
とい う規則 が当てはまる形式 であ るとい うことは,ハ コの記述 の中に含 ま
れ るべきものである。昨年 はこの程度の言及 を行 な った のであ るが,今 回
はこの形 の面 の問題 をやや くわしく取 り上 げる。
た とえば トケイの前 にウデ,ハ シラ,オ ク,カ ケル,メ(ヲ)サ マスな'ど
がついて合成語 になる と トケイの頭のtがdに 変 わる;ウ デ ドケイ,ハ
シラ ドケイ,オ キ ドケイ,カ ケ ドケイ,メ ザ マシ ドケイ。同様 にクツの前
にカワ,ウ ン ドー,シ ンシ,フ ジ ン,ナ ガ(イ)が ついて合成語 になる とク
ツの頭 のkが 弓に変 わ る:カ ワグツ,ウ ン ドーグ ツ,シ ンシク。ツ,フ ジ
ンク。ッ,ナ ガ グ ツ。 「一.ド ケイ」 「,_グ ツ」 とい う合成語 の中では,
トケィ,ク ツは常 に ドケイ,グ ツとなって実現 す る。 この ように,形 式 が
合成語の後 部要素 とな った ときにそ の頭 のhがbに な り,亡がdに な り,
kが1に なる(くわ しく言 うとkが9と な りさらにこの9が,kか ら
来た のではない もともとの'gと い っしょに,機 械的 に η にな ると解釈 さ
れる)とい う種類 の音素交替 は,ふ つ う 「連濁」 と呼 ばれ てい る。
合成語 ができる ときにそ のつなぎ目の部分 に起 こる音素交替 は連 濁以外
に もある。 た とえばアメ(く雨 》 とオ ト,ミ ズ,モ ル などが結合 して合成
語 ができる ときは,ア メの末尾のeがaに 変わ る:ア マオ ト,アマ ミズ,
アマモ リ。 このよ うな,前 部要素末尾 の母音 の交替 も,か な り広 く見 られ
る現象 である。 こ うい う母音交替 と連濁 とが同時 に起 こる場合 もめず らし
くはない。 たとえばアマグ ツ,ア マ カ。サ,ア マ ク。モ,ア マ カ。エル,ア マ
ド,ア マ コoイ。
アメ 《雨 》 が合成語 の前部要素 となった揚合 には必 ずe→aと い う交
替 を受 けるか とい うとそ うとも限 らない。た とえば アメフ リ,アメツズキ,
アメ ッユの ようにアマ にな らない場合 もた くさんあ る。
合成語 に見 られ る音素交替 としては このほかまだ ウデ とフシが結合 して
ウデ ップ シにな り,イ ジメル とコが結合 してイ ジメ ッコになる とい った よ
うな,促 音 のはいる現象 もある。また数詞 と名詞 あるい はいわゆる助数詞
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との結合 に おいては(この場合 は 合成 とい うよPむ しろ接合で ある 場合 も
多いが)特有の交替規則 が作用 し,た とえば
イ ツパイ イ ッヒ。キ イ ッペ ン イ ッポ ン
ニ ハイ ニ ヒキ ニ ヘ ン ニ ホ ン
サ ンバ イ サ ンビキ サ ンベ ン サ ンボ ン
のよ うな整然 とした規則的 な交替が見 られ る。
.このよ うに,一取 り上げればお もしろい問題 がた くさんあ るけれ ども・全
部 には手が まわ らないの で,今 回は主 として連濁 の問題 を取 り上 げ,あ と
でち ょっ と母音交替 の問題 にもふれた いと思 う。
資料 は主 として金 田一春彦監修(秋永一枝編)『明解 日本 語ア クセ ン ト辞
典』(三省 堂)か ら取 った。 これ は意味 の記述そ の他余分 のもの を含 まず ま
た他方言 もまぜず,現 代東京方言 の発音 だけを示 したものなので,今 度の
目的 には うってつけだったか らである。そ の項 目の中か ら当面の問題 に関
係のある もり をカー ドに とった。時間 の関係 で1971年7月現在 でpp・1-
100,全体(926ぺ一ジ)の1割 強 の資料 を実際 に使用 した。(この資料以外
の例 は右肩 に*を つけてこれ を示す。)
これか ら,こ の資料 を どのよ うに扱 って,い かに して結論 に導 くか とい
う,研 究方 法の実際 をお話 ししよ うと思 う。結論 としての規則 だけをあげ
たのでは,あま り役 に立 たないので はないか と思 うので ある。た とえば 「ア
トクサ レとア トク。サ レとはどちらが正 しいですか」とい うよ うなことを聞
こうと思 っておいでにな った方 は当てがはずれ た ような感 じをお持 ちにな
るか もしれないが,そ うい う方 には 「宇 引き をご らん くだ さい」 と申 し上
げるほか はな い。 しか し調べ方や 考え方 をお話 しすれば今後 ご 自身で何 か
(音素交替 に限 らず ほかの問題 でも)お調 べにな りお考えになるのにお役 に
立つ ことがあるの ではないか と思 うのである。 それになん と言っても結論
に至 る過程 とい うものはお もしろい もので,い ろいろな問題 が出て来,そ
の中 には最後 まで解決 されず盗残 る問題 もあるので,そ うい うことを知 っ
てお いていただ くのい もいのではないか と,思うわけである。
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連 濁
「連濁」 とよばれ る現象 は簡単に言 うと次 の よ うなこ とである。


















ア ブ ラ ぜ ミ
イ モ ズ ル
ア マ ド
ア キ パ=




あっても単語 として存在するものに限定 した。いわゆる漢字熟語 も合成語
には違いないが,漢字熟語の構成法は和語の合成語の構成法 とはずいぶん
違ってお り,音素交替規則 も違 うから,別途 に扱 う必要がある。今回はそ





が,ここにもふつ うの合成の揚合 とは別の規貝Ijが働いている。これ らは(資
料は取ったが)今回の議論の対象からははずす。従 って今回は こういった
ものを除いたごく一般的な,ふつうの合成語だけを援 うわけである、
§2・見 当 をつ け る
資料を集めるうちにいろいろ見当がついてきた。
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(a)後部要素の音 素的 な形が連濁の有無に大 きく関係 して いる。 クキ。,
カぜ,カ ド,タ バ の ように第二音節 に濁音 を持つ ものはいつ も連濁 せず に
出て くる。それば か りでな く,ど うも第三音節 に濁音 があ る揚合 も連濁 し
ていない ようである。
(b)前部要 素の音素的な形は連濁の有無 に開係ない らしい。
(C)アクセ ン トは直接関係 がない らしい。
〔d〉外来語 は進聾蜀しない らしい。
(e)後部要 素が 漢語 の場合 は連濁 しない例 が多 い。 特に七,八 の よ う
な漢敷詞 はいつ も連濁 して いない。
の 連濁 の起 こっていない合成語 は前部 と後部 の頭 だけ をとって結合 し
た略語 になって も連濁 しないままである らしい。 た とえば ウンテ ンキ
ューシ → ウ ンキ ュー。
(g〉目和語はなか なか よ く連濁 しているが,中 には何 回出 て来 ても常 に
目,清音 のまま とい うもの示あ る。 たとえぱ サキ 《先 》はいつ も サキで
あ ってザ キにはな らないo
(五)文法的構造 が関係 があ るよ うだ。まず ウエシタ,,アチ ラ コチラの よ
うに前後 の要素が対等(並列・対立)の関係 で並 んでいる場合 は連濁 が
起 こらない。
(i)後部要素が名詞 の場合 は非常 によ く連濁す る.
(」)「目的語+他 動 詞」 とい う構造 の合成名詞 では 連濁 が起 こらない 例
も多 いよ うだ が,連 濁 の起 こっている例 もた くさんある。
(髭)「修飼語+動 詞」 とい う構造 の合成名詞 では 連濁 の起 こっている例
が多 いよ うだ。
『明解 日本語 アクセ ン ト辞典』 の 「アクセ ン ト習得 の法則」(秋永一枝氏
執筆)の中でも この点に触 れてある。す なわち"後 部 が動詞 で,二 拍以下 の
場合,前 部が後部 に修飾的,副 詞的 にかか る ものは原則 として平板型 にな
る。"とい うア クセ ン ト交替規則 が書 いてある次 に,"連 濁す る。"と書 い
てあ って,ア ブラデ リ,バ イヤ クズ ミな どの例が出てい る。'一方"後 部が
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前部 を目的格 とす る他動詞(「_で_す るもの ・こ と ・ひ と」 の ような意 の
あ る時)は,原 則 として前 部の最後の拍 まで高 い。"とあ る次 に"達 濁 しな
い。"とあ り,アプラ トリ,ボ ーシカケ などの例 が出 ている。『国語学辞典』
(東京 堂1955)のr連濁Jの 項(奥 村三雄氏執筆)に も,"前 部 が後部 の目
フ ロ
的格 の時 は,副 詞修飾格 の時 より連濁 しがたい。 風 呂タキC〔 水 ダキ 。"と
ある。そ して この記述 はわた くしの感 じとも合 って い牟のであ る。 ところ
が実 際に カー ドをとってみ るとこの とお りではな い例 が次 々に出 て来 るの
である。 これ についてはあ とで述べる。
二のほか二,三 の文法的条件についての見当 がつ いてきた。そ こで こん
どはい ま見 当をつ けたこ とを大ざっぱな仮説 として,こ れ に基づ いて資料
を分類 してみ た。昨年 「言語分析 におけ る職能 の取 り上 げ方」 の中で強調
したよ うに,帰 納法 と演繹法 とを併用 す るわ けであ る。 とにか く事実 を調
べ ないこ とには何 もわか らないわげだが・単 に事実 をくわし く調ベデ ータ
を集 めただけでは何 も出て来 ない。整理 をす る必 要 がある。整理 をす るた
めには仮説 を立 てる とよい。一応 まあこん な ところ らレい・ とい うくらい
の仮説 を立 て・それ をもとに して整理 してい き・ そ 町上 でその仮説 を どん
どん修正 してい く。一 方では新しい事実 を調 ベデ ータを追 加する。 そ うす
る とまた よ りよい仮説が立て られ る・.そうしてぎ んだん修 正 を重 ねてい っ
て,結 論へ持 ってい くわけであるo
§3・資料の仮分類
音韻的条件,語 彙的条件,文法的条件はたがいに交錯 していて,一 次元











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5,合 成 語の前後 部の頭 を とってつないだ 略語(出 た例 は すべ て連濁 し
ない合成語か ら作 られ た略語)。
1以下 後部 要素 が和語(「和語+漢 語」とい う構成 の合成 語を含 む)のも
の,ロ ーマ数字 は文法的構造 による分類。 た とえぱ[X一 名】名 は"前 部
要素は不定,後 部要素 は名詞 で・合成語全体 は名詞"の 章。Aは 連濁 し
ない もの・Bは 連濁 す るもσ)・
表記 法は 『明解 日本語 ア クセ ン ト辞典』 に従 う。 これ はふつ うのか なづ
かい とは異 な り,長 音 は 「一」 で表 わ してある。 ただ しei・eeの二通 り
の発音 がある ものはエイ,セイ等で表 わ して ある(辞典 ではエイ★・セイ ★の
ように 「★」つけて示 してあ るが ここで はこの印 は省略 す る)。またチジ ミ,
ツズキ,ア サジエ,イ ノチズナのよ うに,「ぢJ「づ」 はジ,ズ で表 わ しあ
る。 これは同 じ音 を同 じ文字 で表 わす ために,/zi/をジで,lzu/をズ で表
わしてあ るわけである。 つま りこのかたかな表記 は,ロ ーマ宇 による音素
表記の代用 である。 寅一マ字音素表記 のほ うがす っき りしてよい面 もある
が,日 本人に とってはかな表 記のほ うがパ ッと見てわかる とい う利点 があ
るので,こ こではかな表 記 を使 った。
最初 にことわった ように,こ の資料 は全体 か ら見ればご く一部 であるか
ら,こ れ だけで最終 的な結論 を出す とい うことは もちろんできない。 しか
し 「大数 の法則」 によって,全 体的 な大 きな繧向 はこれで十 分わかる もの
と考 え られる。
§4・資 料 の 吟 味
こうして資料 をある基準 によって分 けてまとめて見 ると.,一つ一つ の合
成語 をバ ラバ ラに見 ていたので ははっき りわか らないことが,い ろい ろわ
か って くるg
まず音 韻的条件 が一 目でわかる。後部要素 の第二音節 に濁音(η・z・d・b)
がある ものは連濁 しない らしい とい う見 当がつ いている(§2のa)ので・こ














これはこの資料全体の1割 強に当たる。 これだけのもの能 文法的条件
や語彙的条件 を待つまでもなく,音韻的条件によって,連濁 しないことが
自動的に決 まって しまっている,とい うわけである。具体例で言 うと,イ
ンクスタンドのスがズ年な らないのは,次 に述べるよ うに外来語だか らと
言えるけれども,しか し仮に目本古来の語でこれと同じ語形を持つものが
あった とした ら,やは り連濁 しないであろ うとい うことが予測されるわけ
である。
ここで,連 濁を阻止する音韻的条件を文字化 してお く。
規則1後 部要素の第二音節以下に濁音(g川η・z,d・b)があるときは
連濁 しない。
これは調べた結果わかったことだか ら 「結論」 と言ってもよさそ うに思





次 に リス トの1番 と2番 を見る と,外 来語 は連濁 しない とい う仮説(§2
のd)が ど うや ら当たっている らしい とい うことがわか る。外来語 で連濁 し
ているものはアカケ。ット,イ ン ドザラサの二語 だけだがイ ン ドザ ラサはイ
ン ドサ ラサの項 目の うしろ側 に出てい るにす ぎず・アカケ。ッ トに しろイ ン
ドザラサ にしろ外来語 とは言 っても妙な もので,少 な くとも現在ふつ うに
目使 われてい る ことぱではない。現在 よ く使われ るタオルケ ッ トとい う合成
語 においてはケ ットは連濁 しない。そ のほか英文 タイプ・色チ ョー 久 赤
チ ョー ク,白 チ ョー ク,板 チ ョ=な ど,漢 語 と外来語・和語 と外来語 が結
合 してで きた合成 語 でもみ な連濁 していない。 さ らに[X一 外 来語]のX
の ところに何 か を入 れ て晦時 に合成 語 を作 る場合 ・た とえばナガ イ とチ ョ
ー クを結 合 させ て臨時的 に合成語 を作 る とすれ ぱこれ はナ ガ チ ョークとな
って,決 してナカ。ジ ョー クとはな らない ので ある。従 って連濁 している二
語は特殊 な例外 と考 え られ(例外 となっている 原因 は 「和 語扱 いされ るほ
ど和言吾に とけこんでいる一 これ らの語 が作 られ た時期 に,和 言吾にと けこ
んでいた」 とい うことであろ うが,原 因追求に はい ま深入 りしない),次の
仮説的規則 を立て ることがで きる;
規則2後 部要素が外来語 であ る場合は連濁 しない。
この規則の当 てはまる語 の数(後部要素 の異 な り語数〉は10・当てはま ら
なレφ が2で あ る。 これ はもちろん規則1(音 韻的条件)に よって機 械的に
決まるものを除 いた数 である。
リス トの3番 ～7番 を見 る と,§2のeの 「漢語 は連濁 しに くく,特 に
後部か漢数詞 の 場合 は 連濁 しないJと い う見 当は 当た って いる らしく思
われる。 これ を文法的構造の点か ら見 ると,[名一(対等)一名】.名とい う構造
のもの(例=イ シ ョク 《衣食 》),[名(目的語)一他動】名と見 てよ さそ うなも
の(例;エ イ ギ ョーテイ シ 《営業停止 》),[X(修飾語,主 語)一動1名に相 当
する もの(例;エ ー 白一フ リョー)などが少数 あ るの を除けば 大多数 は[X
(修節語)一名1名とい う構 造 にな っている。一方 この うちで連濁 する ものは
すべ て 【X(修飾語 〉一名1名とい う構造 のもの ばか りである。1名 一(対等)一
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名1名のものは後 で見 る よ うに和語で も連濁 しないのだか ら,漢 語 が和 語 に
比べ て 連濁 しに くい ことの 証拠 には な らないし,[名(目 的語)一他 動1名の
構造 の ものも,和 語で も運濁 しない ものがた くさんある上 に,漢 語 の例 は
僅少 であ るか ら,漢 語 の連濁 しに くさの証拠 にはな らない。 そ こで,IX
(修飾語)一名幅 とい う構造 を持つ ものだけ について,後 部要素が漢語 の も
の と和語 の ものの連濁す る もの としない ものの数 を比べ てみ る と




となっでいて,和 語 では連濁 する ものが3倍 以上 なのに対 し漢 語 では連濁
しないもののほ うが約3倍 とな ってい る。従 って
漢語は連濁 しに くい。
・とい うこ とが言 えるわ けで ある。特に後部要素が一形 態素 の漢 語であ る場
合 は連濁す るのはわずか1/τである。 しか しv・ま見た ように漢 語で も連 濁
す る ものがあるか 銭 ど うい うものが連濁す るのか調べてみ よ う。
まず一形態素 の漢語 で連濁 している例 は:
サ ン=ア トザ ン,ウ イザ ン
ハ ン:イ モバ ン
キ=ウ ツ リキ。,イッポ ンキ。
ソ ン:オ ーゾン
の4語 だけで ある.ま ずお産の意味のサ ンは,漢 宇熟語 の場合 で もア ン塗
ン*,ソーザ ン*,ナ ンザ ン*,ハ ツザ ン*,シ ザ ン(シサ ンとも)*,ショf
ン(ショサ ンとも)*のよ うによ くザ ンになる。産物 とか,どこそ こで とれ る,
できる とい う意味 のサ ンは,コ クサ ン*,ア フ リカ立 ≧*などの場 合ば か り
でな く,長 音や ンのあ とでも,ホ クオーサ ン*,ス ペイ ン量*の よ うに}
ザ ンにはな らないが,お産 の意味のサ ンはザ ンにな る揚合 が多 い。 従 って,
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いま別問題 だか らと言 って除外 した熟語 の扱 い を受 けた として も,こ のサ
ンはご く自然 にザ ンにな りや すいのでは なかろ うか。一方ア トや ウイの よ
うに和語 の前部要素藩 ついている ことか ら和語扱い され てい る と見ても,
やは り連 濁す るのが 自然であ る。
イモバ ンは,わ た くしは なん とな く(くおい ものはん こ》だ と思 っていた
のだ が,辞 書 を見 ると木版 の版 とい う宇が書 いてある。 これが イモパ ン,
コンニ ャクパ ン*などで連濁 す るのが,和語化 してい るため と言 え るか ど う
か,目 下不 明であ る。 くはんこ 》 の意味のハ ンは,タ イ コバ ンも メ クラ
バ ン*のよ うに たいていバ ンになる。 二れ はも う漢語 とい うこ とが忘 れ ら
れて,和 語の中 にす っか りとけ こんでい る と見て よい と思、う。
ウツ リキ。,イッポ ンキ。のキ 《気 》は,ウ チキ,イヤ キ,ウワキび)ように,
キqにな らない例 もある。一方漢字熟語 の場合 は,デ ンキ串 《電気>>,クー
キ*((空気 》の よ うに連濁 しない場合 が多いか ら,イ ッポ ンきfやウツ リ圭。
の場合 はキ く(気》が和語 の中 にとけこみ かかってい て,[X一キ1と い う合
成語 の中で散発 的に和語 の規則 が作用 するのだろ う.キ。になるか どうかは
音節 数(あるいはモーラ数)に 関係が あるのでは ないか とい う気 もす るが,
多 くの例 に当た ってみな くてはなん とも言 えない。
オー ゾンの ソン 《損 》 は,ホ ネオ リZ≧*,ト ラ レ≧二≧*,頭 のサケ。Z
ン*等々,・い くらで も合成語 を作 ることがで き,い つ も連濁 す るが,こ れ
は和語 の中にす っか りとけこんで いると言 える。
次 に漢字熟語 で連濁す るもの としては
カ イ シ ャ:エ イ リカPイシャ
カ ッ セ ン=イ シカ。ッセ ン
キ ンチ ャク;イ ソギ ンチ ャク
ケ ン カ=ウ チ ワケ。ンカ,オ ーゲ ンカ
サ イ ク=ア メザイ ク,ウ メキザイ ク
シ ャ ク シ=ア ミジャクシ
ヒ ョ ー シ=ウ ワビ ョーシ
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ヒ ョ ー タ ン;ア オ ビ ョー タン
ケ シ ョ ー:ア ツケ。シ ョ㌦ ウスゲ シ ョー
タ イ シ ョ ー:ア オダイ シ ョー
チ エ;ア サ ジエ,イ レジェ
タ イ コ:イ チバ ンダイ コ,オ ーダイ コ
カ シ1ウ チ カ7シ
シ ョーチ ュー;イ モジ ョーチュー
ト ー7:イ リドーフ
その他で,29例(異 な り語数)である。 これ らも大部分,も う漢 語 だ とい う
感 じがな く,和 語 の中 にす っか りとけこんで しま っている と言 えそ うで あ
る。連濁 していな いものの多 くが・前部要 素 も漢語 であるのに対 して,連
濁 してい るものはたい てい前部要素 が和語 である ことも,こ の こ との一 つ
の現われ と言 えよ う。そ こで次のよ うに言 うことができる=
漢語でも和語の中にす っか りとけ こんでいるものは和語 の連 濁規則の適
用を受ける。
ところが ここに 一 つ特別 な ものがあ る。 す なわち エイ リカ。イ シャ 《営
利 会社 》 のカイ シャで毒る。 カイシ ャ 《会社 》が合成語 の後部 要素 にな
る とシボ ーエ キカ。イ シャ*,ショージガ イ シャ*,カブシキ カ。イ シャ*,ユ ー
ゲ ンガイ シャ*の よ うにたいてい連濁す る。 カイケイ 《会計 》や カイ ワ
K会話 》 が 連濁 しないのに カイシャ 《会社 》だけが どうして 連濁 するの
だろ うか。 キ ンチャ ク・ シ ャクシ,ト ーフ等 々はたしか にも う漢 語 とは意
識 されないほ ど和語化 している と感 じ られ るが,カ イ シャは ど うも漢 語 と
感 じられる。前部要 素 も漢語 で,数 多 くの漢語 の合成語 と同 じ[熟語 一熟
語1と い う構成 にな っている。 それ に もかかわ らず カイ シ ャに 和語 の連濁
規則 が当てはまる とすれ ば,こ の語 が 「連濁す る」 と語彙 的 に規定 され た
特麩例 である と言 わなけれ ばならないだ ろ う。すなわち:
漢語の うちの あるものは,和 語の連濁規則の適 用を受けるこ とが語彙的
に規定 されてい る。.
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そ して,これ らの ことか ら逆説 的にわか るよ うに,大部分 の漢 語は,和 語
な らば極 めて連濁 しやす いよ うな環境 にはいっても連濁 しないのであるか
ら,「漢数詞は連濁 しない」 とい うことは特 に取 り立 てて言 う必要はな く,
漢数詞 を含め た大部分 の漢語は和語 の連 濁規 則の適用 を受 けない。
の ように言 うほ うが妥 当である。言 うまで もな くいま取 り扱 ってい る範
囲 においての話 であ り,最初 に断 ったよ うに熟語 の連濁 となる と別 である。
リス トの8番 は ち ょっ と問題 が別だが,い まの ところ連濁 してい る合成
語 の頭 を とって結合 した略語の例が出て来 てい ない。 ここで言 えるこ とは
§2の
連濁 しない 合成語は 頭 だけを とって 結合 した 略語 に なっても 連濁 しな
い。
とい う見 当が 当た ってい るらしく見 える,と い うことだけである。
さていよいよ今回 の中心課題 である和 語の連濁規則の探求 にはいる。§2
で述べた ように,資 料集 めの段 階で 「連濁 の有無 には文法構造 が作用 して
いる」 とい う見 当がついてい るので,そ の観 点か ら資料 を分類 し,検 討 し
てみる。
LIX(従 属)一名1名
後部要素 が名詞 で,前 部要素 がこれ と従属的 な関係 で(つ ま り対 等 の関
係ではな く)結合 している合成名詞。 この大部分 は前部が後部 を修 飾す る
関係にな っているが,前 部要素が動詞の ものの中にはイケバナ((花を生 け
ること》 の よ うなもの もあ り,ま たイ レズ ミ 《入れた墨 》 《墨 を入 れ る
こと 》,オリガ ミ((折るた めの紙 》嫁紙 を折 ること 》のよ うに二義 ある も
のもあ る。 いずれ も同 じ規則 に支配 され るので ここへい っしょに入 れ た。
IBの グループ を,前 部要素が名詞 の もの(IB-1)・形容詞の もの(IB-2)動
詞のもの(IB-3)と大まかに分 けてみ たのであるが,こ うした前部要 素の
品詞 は,連 濁 の有無 にほ とん ど関係がない こ とがわか った。 そ こで これ ら
をひ とま とめに してIAとIBの 数 を調 べてみる と,IAの51に 対 しIB
は182で,連 濁 する ものが圧倒的多数 を しめている。そ こで
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規則31X(従 属〉一名ユ1名2とい う構造 では 連濁が起 こるほ うが通則 であ
る。
と言 えそ うである。
しか し連濁 しないものが114以上 をしめてい ることも無視 できない。そ
こでこの構造で連濁 しない ものには どんな ものが あるか を見 てみ る。 まず
カ ミソ リ=ア ンゼ ンカ ミソ リ
テ ア テ1オ ーキューテアテ
の類 は,後 部がそれ 自身合成語(両者 とも1名(目的語)一他 動1名とい う構造
で 皿Aに 相 当す る)で,前部要素はそれ 自身独立 して使 われ得 る熟語 であ
る。 こうい うものには5番 の1熟語 一熟語]と い う構造 の もの と同 じよ うな
連濁 し.にくさがあるので はなかろ うか。 つ ま りこれ らは煎部 と後部 の合成
語 としての結 びつきがゆ るいのではないか。 た とえば ローマ宇 で分 か ち書
き をする とき・イ ッパ ンカイケイの類 と問様 に・前部 と後部 の間にスペー
ス をあけた リハイ フ ンを入 れた りす ることが多い のは,結 びつ きのゆ るさ
の表 われ ではなか ろ うか。 も っとも連濁 しない ことが原 因 で結 びつ き をゆ
る く感 じさせ る とい うこ ともあるが。
テホン1エ デホ ン,カ ナデ ホン*
な どは,前 後部 の結 びつ きがそ うかたい とも思われ ないが,連 濁 が起 こっ
てい る。 これ には音節数 も関係 があ りそ うだ し,ま た後部 が,合 成語 だと
い うことがはっき りした合成語 ではない(一語 としてかた まってい る)とい
うことも関係力三あろ う。
トケイ=カ イチ ュー ドケイ‡,ハ ッカク ドケイ*
などでは,前 部 と後部 の関係がゆるい点 はオーキ ューテアテの類 と同 じな
のに連濁が起 こる。 しか し トケイも合成語 だ とい うこ とがは っき りした合
成語 ではない(一語 としてかた まっている)点,オ ーキューテアテの類 とは
違 う。因みに トケイは最初 の序説の部分で述べ たよ うに,こ の構造 の中で
はいつ も連濁 する、 ア ンゼ ンカ ミソ リ,オ ーキューテア テの類 と似 た構造
で連濁 しない例 としてはほかに
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カ ミキ リ=ヒ ケ。ナ カDカミキ リ*
ツユクサ:ム ラサキツユ クサ*
などがある。 資料 をふや して調べ ないとはっき りした ことは 言 えないが,
「[多音節語 一合 成語1と い う構造 では 連濁 が 起 こ りに くい」 とい うよ うな
ことではないか と推 測 される。
次 に,
カ クシ=ウ チカ クシ
はロ後部 が動詞 か ら来た名詞である点特殊 で,一 般化 して語るこ とはでき
ないD次 に
カス:ア ゲ カス,ア ブ ラカス,ウ オ カス
カセ:ア シカセ,ク ピカセ*,テ カセ*
サキ=ア カ リサキ,ア シサキ,ア テサキ,イ キサ キ,イ テ ンサキ,ウ リ
サキ,ウ レサキ,エ ンサ キ,オ イサキ,オ ク リサキ
ツチ=ア カツチ7ア レツチ*,ク ロツチ*,ネ バ ツチ*
ヒメ:ウ タヒメ,オ トヒメ,シ ンデ レラヒメ*,ッ パキ ヒメ*
ヒモ1ア サ ヒモシ ウチ ヒモ,ク ツ ヒモ*,ク ミヒモ*,コ シ ヒモ*
のカス,カ セ,サ キ 《先 》,ツチ(〈土 》 ヒメ 《姫 渉,ヒモ 《紐 》は,こ
の構造の中で も常 に連濁 しない。 長崎 の サキは 連 濁 す るこ ともよくある
が,サ キ 《先 》は常 に清音で出て来 る(反復 の場合 はサ キザ キ となるが本
論 とは別 である)。 金腿,木 槌 のツチ は連濁す るがツチ 《土 》 は連濁 し
ない。 これ らは語彙 的に 「連濁 しない」 と決 まっているもの と言 うほ かは
ない。
コ 《粉 》=アオ コ,ア ライ コ,イ シコ,イ リコ,ウ チコ,ウ ドンコ
のコ 《粉 》は,特 別 の場合 を除 き合 成語 の中 に レか現われ ないものだが・
これ も連濁 しない ことに 決ま っている。 同音 でも コ 《子 》 は よく連濁す
る。
テ 《人 Σ)=ウタイテ,ウ リテ,キ キテ*・ハナ シテ*
は連濁 しない。 しか し同 じ 「手」とい う漢 字で書かれる語で もテ 《手 》は
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ヒダ リz,ミ ギニ の ように連濁 しない場合 もあ り,ま た ウシロデ のよ うに
連濁 する揚合 もあ る。
カ タ く方法 料 イ ーカタ,イ キカタ
の ように カタ 《方法 》 は 連濁 しない。 しかし カ タ 《形 》や カタ 《タイ
プ 》は,オ ーギ ガ タ,ウ ルサ ガタめよ うにいつ も(でない とすれ ばたい て
い)連濁す る。 もっともカタ 《方法 》 は接尾辞 であるか ら別 に扱 うべ きか
もしれない。
とにか く以上 のことか ら
和語 の名詞のある ものは連濁 しないこ とが語彙的に決 まってい る。
と言 うこ とがで きる。
このよ うに常 に連濁 しない もの と,こ の構造 では常 に(あるい は ほ とル
ど常 に〉連濁 するもの(これが圧倒的 多数 を しめ る.例:カ オ,ハ コ,ト ケ
イ)のほかに,場 合 によって連濁 した りしなか った りす るものもある。
カワ 《皮,革>);ア マカワー,ウス カワ,ギ ューカ ワ*,ブ タカ ワ*
アカ カ。ワ》 シカカ。ワ悉 ワニ カ。ワ*
カ ワ 《 川 》:アベカワ,ア ラカワ,オ ーカワ,ア サ ヒカワ
アブクマ ガワ,1アマ ゾンカoワ,アマ ノカ。ワ,
イ シカ リガワ,ウ ジカ。ワ7エ ダ カ。ワ,エ ドガ ワ
の例 で,な ぜ ブタのカワは濁 らず ワニの カワは濁 るのか,な ぜ安倍川 のカ
ワは濁 らず江戸川 のカワは濁 るのか.何 らか の歴 史的 な原 因があ うてそ う
な ったのであろ うが,現 代語 の体系 の中で規則 を立 ててこれ を説 明す る こ
とはできない。た だ,河 川 のカワの場合,カ ワは いくつかの決 まった河川
名 にのみ現われ,ガ ワのほ うはまった く生産的prodU面veで ある。 た と
えば外国 の河 川名 を表 わす にはふつ うアマ ゾンカ。ワ,ミ シシ ッピーが ワ,
ライ ン辺 シ セーヌカ。ワヲテネシーカ。ワ,ア ムール カ。ワの ように,原 名
に並 をつ けて表わす し,新 しく人工 的 に作 られ た河川に名 をつ ける とき
も_ガ ワ とつ ける。従 って,ア ベカワ,ア ラカワのよ うな決 ま った特 殊例




前部 も後部 も名詞で,両 者 が並列 的 にあるいは対 立的に・対等 の資格 で
結 びっいてい るものである。
こうい う構造 では,漢 語 であれ不口語 であれ連濁 していない。従 って
規則4;前 後の名詞が対等 で,並 列 的あるいは対 立的に結合 して できて
い る合成 名詞では連濁が起 こらない。
とい う規則 を立 てる ことができる。 ただ一つ例外的 に連濁 しているのがア
シデマ トイ とい うよ り大きい合成語 の前 部要素にな っているアシデの部分
である.も っ とも 『明解 日本語 アクセ ン ト辞典』 ではアシデマ トイ はアシ
テマ トイ とい う項 目の後 のほ うに置いてあ り,凡 例 に よる と慣用 または望
ましいほ うを先 に置いてある とい うこ となので,ア シテマ トイ のほ うが慣
用 または望 ま しい形,ア シデマ トイ のほ うはあま り捷われ ないか,あ ま り
望 ましくないほ うの形,と い うこ とになる。 それ に しても,ア シデ は独立
の名詞 と しては用 い られず,ア シデマ トイ全体 としてす っか り園まって し
まっているのであ るか ら・ これ・はアシ コシや アメツユな どと同 じで}まな く
ても驚 くにはあた らないo
m・[名(目 的語)・他動1名
前後 の要素が直接 目的語 と他動 詞 とい う関係 になっていて,全体 が 《醤 を
Vす ること》《NをVす る人,もの 》《それでNをVす るための もの,道
具 》な どとい う意昧 の合成名詞 を作 っているものであ る。§2で述べ た よう
に・この構造 では連濁 が起 こらないかあ るい は起 こ りに くい と言 われてお
り,わた くしもカー ドをとってい るときは,そうい う印象 を受 けたのであっ
たが,一 方連濁 が起 こっている例 も次 々に出 て来 て,数 をとってみ る とA
(連濁 しないもの)17に対 し,B(連 濁 しているもの)29(いずれ も後 部要
素の異な り語 数)となう ていて,かえ って遠濁 している例 のほ うが多 いので
ある。ところが一 つ一 つの合成 語 をよ く見 てみ ると,Aグ ル ープは,《Nを
Vす ること,もの,ひ と》 とかそれ に使 う道具 とか をズバ リ表わ してお 弘
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「目的語 と他動 詞Jと い う関係 がは っき りしてい るの に対 し,Bグ ル ープ
の多 くは,前 部 が後部 の直接 目的語 に相当す るよ うに見 えても実 はむ しろ
修飾的 であった り,あるい は合成名詞 が一語 としてす っか り固 まってい て,
《AをBす る こと,も の,人,道 具 》 とい う意味 の上 に さらに何か加 わ
って比喩 的な使 い方にな っていた りす る。 た とえば アオ タ皿 は 《青 田.
を買 うこ と 》 を直接的 に表わ しているのではな く,《 青田の状態 で(米を)
買 うこと>)ない しは そ のよ うな入 の採馬 のや り方 を表 わす。 これ に対 し
て 哀何 か を買 うこと》 とい う意味 を直接的 に表 わす場合は,ヒ トカイ*,ヤ
スモ ノカイ*の よ うに連濁 しないほ うがふつ うの よ うである。 アオ タガ イ
とヤスモ ノカイは,一 見 どちらもll形一名 銘 一他 動1名とい う同 じ構造 を持
ってい るよ うに見 えるけれ ども,ヤ スモ ノカイ はアオタカDイとは違 って,
《安い状態で何 か を買 うこと 》では な く,《 安物 を買 うこと 》である。 固
有名詞のアマ ノハ シダテ におけるハ シダテでは連濁が起 こっているけれ ど
も,実 際 に 《何 かを立 てる もの,道 具 》 をズバ リ表 わすハシ タテ*,カ サ
タテち ホ ンタテ*では連謹蜀が 起こ らない。 「上 目使 いに見る」 とい う場台
に使われ るウワメズ カイや,.《何 かの捷い方 》 を表 わすカナズカイ*,カ
ネズ カイ*,ヒ トズ カイ*,ユ ビズ カイ牢な どでは連濁 が起 こるが(く何 か を
使 う人 》を表 わす マホ ーツカイ*,テギナ ツカイ*、ニ ンキ㌔ 一ツ空イ*,へ
どツ カイ*で は連濁 が起 こらない。 命がか ろ うじて助 かる ことを比騨 的 に
表現 す るイ ノチ ビ ロイ では連濁が起 こるが 実際 に 《俺 かを拾 うこと 》 を
表わす ク リヒロイ*,オ チボ ヒロイ*,タ キキ。ヒロイ*な どでは連濁が起 こ
らな い。 そ して,石 で もごみでも紙 くず でも どん ぐ りでも何 でも,《_を
拾 うこと 》 とい う意 味 を表 わすの に,こ うい う語 にヒロイ をつけて イ シ
ヒロイ*,.ゴミヒロイ*,カ ミクズ ヒロイ*,ド ンク。リヒロイ*とい うふ うに
合成 す ることがで きる。 足 を交互 に踏 んで歩 くよ うなか っこうをするが1
ヵ所 にい て進 まないこ とを表わす アシブ ミでは連濁 が起 こっているが,こ
れ は 《足 を踏 む こと 》で はな くむ しろ 《足 で踏 む こ と》,つ ま り前部要
素 は後部要素 の修 節語 であろ う。 これ に対 し実 際 に何 か を踏 む ことを表 わ
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すカゲ フ ミも ム キ。フ ミ*では連濁 が 起 こらない。 梅 を干 して 漬 けて作 っ
た食べ物 のウメボシでは連濁 が起 こってい るが 《何 か を干す こと,も の,
道具 》 を表 わす フ トンホシ*,モ ノホ シ*,コモ ノホ シ*,オム ツホシ*では
連濁が起 こ らない。結局
規則5:《NをVす る こと,も の ・人,道 具 》 とい う意味 を直接的 に
表わす合成名詞[名(目 的語)一他 動1名では連濁が 起 こらないのが 通則 であ
る。
と言 うことが できる。そ してこれ にさらに比喩的意味 が加 わって全体 とし
て固 まっているものには連濁 が起 こってい るものが多 い,と 言 えるよ うで
ある。
ただ,Bグ ル ープ の中にも,Aグ ル ープ と同 じくらいは っき りと 《N
をVす ること,も の ・人,道 具 》 とい う意募 を表 わす ものが少数あ る.
変 え る → ガ エ;イ ドガ エ,ヘ ヤ ガエ*,バ シ ョガエ*,シ ューシカ。エ*
返 す → カ。エ シ=イ シ ュカ。エシ,オ ンガ エシ*
乞 う→ コ。イ=ア マ ゴイ,イ ノチゴイ,モ ノコロイ*
好 む → コ。ノミ=イ シ ョーコ。ノミ,イ ロコ。ノミ
試す → ダ メシ:ウ デダ メシ,ウ ンダメシ,キ モダ メシ*,チカラダ メシ*
止 める → ドメ:ア シ ドメ,イ タ ミ ドメ・オ ビ ドメ*・クツシタ ドメ*・ク
ルマ ドメ寧
とれ らは,こ の型 の合成名詞 の後部要素 とな る とき 常に(あるいは ほ とん
ど常 に)連濁す るのであ り,従 って規則5の た だ し書 き として
ある他動詞 はこの構造 で連濁するこ とが語彙的 に決 ま っている。
と言 うことができる。
W・[X(修 飾語,主 語)一動]名.
後部要素 が動詞 で,前 部 要素 が これに修飾語 あるいは主語 の関係 で結合
しているものである。修飾語 の関係 の ものが多 い.
Aグ ル ープ(連濁 しない もの)はい.まの ところイ ヌカキ,ア トクサ レ,ウ
デキキ,ウ ワシキ,オ カシラツキ,オ ーハ ラエ の6例 だけであるが,Bグ
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ル ープ(連濁す る もの〉は68例(後部 要素 の 異な り語数)あ る。 これ だけ極
端 な差があれぱ
規則7:[X(修飾語,主 語)一動嬉 では通常連 濁が起 こる、
と言 って全然 さ しつかえない。
例 外的 にAに なっているもの をち ょっと見 てみ る と,カ キ,キ キ,ク
サ レ,ハ ラエな どは,あ ま りほかの合成語 の中には現 やれ ない特殊 な もの
であるか ら,一 般的 な通則 と違 った,こ の語 だけの単発 の規則 があ6て も
ど うと言 うこ とはない。 シキ,ツ キな どは,ほ か の合成語 の中に も出 て来
る形式 だが,シキは ウワ蛙 の中では連濁'しな くて もシ タジキ*の中では連
濁 しているか ら,「連濁 しない,と 語彙的 に決 まってい るのでない ことば
明 らかで ある。なぜ上 に敷 くものの ときは濁 らず下 に敷 くものの ときは濁
るのか,説 明がつかない。単発の特殊例 としか言い ようがない。 オカシ ラ
ツキのツキはほか にもイ タ践,イ ワ クz圭 な どで も連濁 してお らず,い
まの ところ連濁 してい る例 は出ていない。語彙 的に決 ま った もめか も しれ
ない。アシツキのツキ も,カ オツキ*,カ ラダツキ*,テ ツキ*,メ ツキ*な
ど,い つ も連濁 しないで出 て来るか ら,語 彙 的 に決 まっている と言 える、
しか し考えてみ る と,こ れ らの例 の_ツ キは,足 や手や顔 がついてい る と
い うわけではな く,従 って[X(修 飾語,主 語)一動]名とい うは っき りした
構 造はここには もはや生 き ていない。単 に 「_ツキ」 とい う語構成 のパ タ
ー ンがあるにす ぎず,こ の ツキは 接 星辞 に 準 じて 考 える ことが できるか
もしれない。
V・[動(従 属)・動1名
前部後部 とも動詞 で,両 者 が対等 ではない関係で結合 して いるもの であ
るが,前 部要素 が 接頭辞的 で後部要素が主 になっているもの(例;ウ チ キ
リ)や,前 部要素が は っき りした動詞で後 部要素 のほ うが 接 尾辞的で ある
もの(例;ウ ミタテ)など・ いろいろある。 もっ と資料 をふや してか ら整理




前部 ・後部 とも動詞 で,両 者 が対等 の資格 で並列的 にあるいは対立的 に
並ぺ られてい るもので,名 詞で言 えば ∬ に相 当する。名詞の揚合 も連濁




後部要素 は動詞 ・前部要素 は動詞以外 のもので・主語,目 的語,連 用修
飾語 な どいろいろな関係 で後部 の動詞 と結合 してい る。Aグ ル ープ(連濁
しないもの)はイキセキキル,ウ ワツクの2例 だけで,2例 ともまった く特
跣 なもの,Bグ ループ(連濁す るもの)は17例あ る。従 って
規則7纏X(非 動)一動勧 では連濁が起 こる。
と言 える。
VIILl動一動]動
前部 ・後部 とも動詞の合成動詞 である.意味 の関係 は 《V,してV、 する 》
《V,するこ とをV,す る》,その他 いろいろさまざまであるがア区別な くA
グル ープ(連 濁 しない もの)が圧倒的多数 をしめてお り,Bは イ リビタル,
イ ケ ドル,イ キ ドマル の3例 にす ぎない。従 って
規則8鍾 動一動淘 とい う合成動詞では通常連濁が起 こらな い・.
と言 うこ とが できる。
IX以 下 は後部要素 が形容詞 の ものであるが,ま だ例が少なす ぎて整理
がで きず,雑 然 としているD
IX.IX(非形)一形]形
前部要素 が形容詞以外 めものだが二要素間の関係 はさまざまである。連
濁す るもの としないものがほ ぼ半 々となってい る。
x・[形 一形]形
前後部 とも形容詞 のもので連濁 す るもの もしない もの もわずかずつ ある
が,《A、 くてA、》 とい う関係の ものは3例 とも連濁 してい る,他 は二要
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素間 の関係が いろいろ なの で,IXの グル ープ とともに整理 しなお さない
と何 とも言 えないp
XL[名(主 語)一形 】名1形動
前部が名詞,後 部 が形容 詞で主語 ・述語の関係 をな し,全 体が名詞 また
は形容動詞 にな ってい るもの。7例 が7例 とも連濁 しているか ら,こ れ に
は意味が あるもの と思われ る。それ に してもIX以 下は例がふ えるま で規
則 を立て るこ とは さしひかえたい。
最後 に
XU・ そ の 他
があ る 幻 が,こ れ は上 の どの型に も あては まらない 雑多 な もの であ る。
しか しこの中に も アソ ビズキのズキの ように 生産的 なもの もあ る。「...好
き」 は コ ドモズ キ,オ トコズ キ,サ ケズキ,ア マイ モノズ キなど,な かな
か生産 的である.「_嫌 い」 もオ トコギ ライ,ヒ トキ。ライか らクワズ キoラ
イ な どまである。 こ ういったものも,ま だ資料 をふや して整理すれば,何
か規則 が出て来 るものと思 う。
§5・今後の見通 し
何 と言 ってもまだ全体の 王割 強の資料 しか使 っていないので,全 般 的 な
大 きな傾向 がわか った とは言 うものの,細 かい点に なると後 日にゆず らね
ば な らない。今後 資料 をふや して不 確かな点 を解 明 し,結 論 へ持 って行か
な ければ な らないわ けである。 た とえばVの1動(従 属)一動1名とい う構
造 のもので は,連 濁 が起 こらない もの と起 こる もの とがほぽ同数 で,そ の
差異が どこか ら来 るかはいまの ところ不 明である。
これ についてわた くしはいま,ち ょっと大胆 だ と言 われ るかも しれ ない
が,ある予測 を持 ってい る。 というの は,VAす なわち 働(従 属)一動]名で
連濁が起 こらないものの大部分 は,VIIIの[動一動煽 とい う構造の動詞 が
名 詞化 されたものではないか,す なわち[働 一動1動1名とい う内部構造 を持
っているのではなかろ うか。た とえばイ ーカエは,ま ず 「言 う」 と 「変 え
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る」 が結合 してイ ーカエル 「言い変 える」 とい うVIIIの溝造 の合成 動詞
がで き,これが名詞化 された ものでは ないか と思 う。VI工1は連 濁 を起 こさ
ない のが通則だか ら,こ う解 釈すれぱイーカエで連濁 が起 こらないの は当
然 とい うことになる。 これに対 しVBす なわち 働 一動1名で連濁 が起 こっ
てい るものの少 なくとも一 部は,こ れ とは 内部構造 が 違 うのではないか。
た とえぱ ウキボ リは あるが ウキホル とい う合 成動 詞はない。7浮 き彫 り」
は く(浮いた状態 に彫 ること》 で あって,前 部は後部 に 対 して修 飾語 的な
関係 に立 ってい る。
さ らにVIIIBす なわち1動 一動鍍 の うち連濁 が起 こっている ものの中・
には,こ のVBの 合成名詞が動詞化 され た,つ ま り合成 名詞が作 られ る段
階です でに連濁 が起 こっていて,そ れがそ のま ま動詞化 されたために濁 っ
てい る,と い うものがあ るのではないか と思 う。 た とえばイ キ ドマル は,
まず 「行 く」 と 「止 まる」 び 結合 して イキ ドマ リとい うVBの 合成 名詞
がで き,そ れがその まま動詞化 したために濁 っているのではないか。 すな
わ ちイ キ ドマル は[[動一動]名】動とい う内部構造 を 持 っているのでは ない
か と思 う,
このよ うに 「内部構造」 とい う見 方で見てみる と,た とえばIIIBの 中
の一部 にも,ひ ょっ とす ると[名 一1動1名拓 とい う構造 の ものが あ9は し
ない か とも考 え られ る。た とえぱアマ ゴイ は,ま ず 「乞 う」 が名詞化 され
てコイ となってか らアメ とこれが結 合 してできた,と 見る ことはでき ない
だろ うか。 前部の名詞 が 後部の名詞 に 従属的 にかか るのは1の 構造 であ
り,そ こでは連濁が起 こるほ うが通則 であ るか ら,も しIIIBの中に こ う
い う構造 のものがあ るとすれば,そ こで連濁 が起 こるのは特殊 例で も何で
もな いこ とにな る。
ここまで行 くとちょっと行 きす ぎか もしれないが,し か しこのよ うに表
面が同 じでも内部構造 がいろいろ違 う場 合がある とい うことを考えなが ら
や る と,い ろい ろお もしろい問題 が出 て来 るものである。
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◇ ◇ ◇
母 音 交 替
合 成 語 の 前 部 要 素 の 末 尾 の 母 音 が 交 替 す る 例 に ふ れ て お く 。iとoの 交
替(キ に 対 し三 ダ チ,コ ノ ハ),iとuの 交 替(ツ キ に 対 し ホ シズ 之 ヨ)な
ど も あ る が,eとaの 交 替 が 数 も 最 も多 い し生 産 的 で も あ る。
ア メ 《雨 》 は 合 成 語 の 前 部 要 素 と な っ た と き,ア メ の ま ま の 場 合 と ア
マ に な る 揚 合 と あ る 。 『明 解 日本 語 ア ク セ ン ト辞 典 』 に 出 て 来 た 数 で 言 う
と,ア マ と な っ て い る ほ うが 倍 以 上 も あ る.天 と い う字 を書 く ア メ も,ア
マ に な る 揚 合 が あ る 。 と こ ろ が ア メ 《飴 》 は,常 に ア メ で あ っ て,ア マ に
な る こ と は な い 。 つ ま り,こ の種 の 母 音 交 替 を す る か し な い か は,語 彙 的
に 決 ま っ て レ,・る 。 も ち ろ ん 歴 史 的 に は 原 因 が あ る わ け だ が ・ 現 代 語 の 体 系
の 中 で は 語 彙 的 に 決 ま っ て い る と し か 言 え な い の で あ る 。 そ れ で は,母 音.
交 替 を す る も の に つ き,ど う い う条 件 の と き に 交 替 す る か あ る い は し な い
か を,調 べ て み よ うp
!,雨=ア メ!アマ
ア メ ア ガ リ(アマ ア ガ リと も)アメ ア ラ レ,ア メカ ゼ,ア メカCチ,ア メ ツ ズ
キ,ア メ ツ ユ,ア メ フ リ,ア メモ ヨー,ア メ モ ヨイ
ア マ ア シ,ア マ オ ー イ,ア マオ チ,ア マ オ ト,ア マ カ。イ トー 評 ア マ カOエル,
ア マ カ。サ,ア マ ヵ。ッパ,ア マ キOンア マ ク。ツ,ア マ ク。モ,ア マ ケ,ア マ ユOイ,
ア マ ジ ミ,ア マ ド,ア マ ミズ,ア マ モ ヨイ,ア マ モ ヨー,ア マ モ リ,ア マ ヤ ド
リ,ア マ ヤ ミ,ア マ ヨ,ア マ ヨケ
2.天=ア メ/アマ
ア メ ツチ,ア メ ノ._(ア マ ノ_.の 項)
ア マ テ ラス ・オ ー ミ カ ミ,ア マ ノ..、(アメ ノ..、と も),ア マ ノカ。ワ,ア マ
ノ ジ ヤ ク
3.飴=ア メ
ア メイ ロ,ア メ ウ シ》 ア メ ウP}ア メザ イ ク》 ア メ ダ マ,ア メニ,ア メ ヤ
4.稲:イ ネ/イナ
イ ネ カ リ,イ ネ コ キ
イ ナ サ ク,イ ナ ズ マ,イ ナ ダ,イ ナ ビカ リ,イ ナ ホ,イ ナ ム ラ
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5・ 上:ウ エ/ウ ワ
ウ エ サ マ,ウ エ シ タ,ウ エ ダ[(地,姓)1,ウ エ ツ カ。タ,ウ エ ノ[(地)1
ウ ワ ア コP,ウ ワ エ,ウ ワ エ ダ,ウ ワ エ リ,ウ ワ オ ー イ ン ウ ワ オ キ,ウ ワ テ,
ウ ワ ヌ リ}ウ ワ ノ ソ ラ,ウ ワ ノ㍉ ウ ワ バ キ7ウ ワ バ リ,ウ ワ ビ ョ ー シ,ウ ワ ベp
ウ ワ マ エ ・ ウ ワ マ ブ タ ン ウ ワ マ ワ ノレ,ウ ワ ム キ ・ ウ ワ ム ク,ウ ワ メ,ウ ワ ヤ,
ウ ワ ヤ ク
まずいちばんはっき りしているのがアメアラ レ,ア メカゼ,ア メッユの
ように,前 後 の要素 が並列的 あるいは対立 的に,対 等 の資格 で結合 してい
る場合で,こ うい う場合 は 交替が 起 こ らない。5番 め ウエシタ も 同 じで
ある。
次にアメガ チの ガチ,ウ エサ マのサマ は,接 尾辞で ある。 接尾辞 に対
する語幹 の ときは交替 しない。
ア メアガ リは 「雨が上が る」 ので あるか ら1主 語 一述語】の関係,ア メ
ツズ キもア ヌフ リも同様で ある。で は主語の ときは交替 しないのかな と思
って見 ると,アマモ リ,アマヤ ミの よ うに交替 している例 もある。なぜ 「降
る」 ほ うは ア メで 「やむ」 ほ うは アマ なのか 説 明が で きな い。 「あがる」
場合 はアメアガ リとアマ アカ。リの両方 ある。
アメモヨrア メモ ヨイは1名 一名]名とい う関係 で,前部が後部 を修節 し
ているよ うでもあるが,し か し はっき りした 修飾被修莇 の関係 ではない。
モ ヨー,モ ヨイ は接尾辞 のよ うな感 じでもあ る。 アメモ ヨー,ア メモ ヨイ
に対 してアマモ ヨー,ア マモ ヨイ もある。
アマ,..とい うのはた くさんあるが,ほ とんどが修飾 ・被修飾の関係 にな
っている。 そこで,だ いたいにお いては,前 部 が後部 を修飾す る揚合 はア
マ・..となる・ と言 えるのではないか と思われ る。
4番 のイネ 《穏 》 を見る と,交替 のないイ ネカ リ,イネ シキは1名(目 的
語)一他動】名とい う関係 であ り,交 替 して イナ.・となるほ うは前部 が 後部
を修飾す る場合 である。
5番 のウエ 《上 》 も,交 替 して ウワ… とな っているものの大部分 は前部
が後部 を修飾 してい る場合 で ある。
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まだごく大 ざっぱな ことしか言えない けれ ども,
(1)前 ・後部 が対等 の資 格 で結合 している 合成名詞で は交替 渉 起 こ ら
ない。
(2)後部 が他動詞 で前 部がその 目的語,と い う関係の合成名詞で は交 替
の起 こらない ことが多 い。
(3)前部 が後部 を修飾 する ときは交替 の起 こる ことが多い。
と言 えそ うであ る。
ここで,こ の三つの条件 が連濁の有 無 に関 してど うだ ったか を思 い出 し
てみ よ う。
(1)前 ・後部 が対等 の資 格で結合 している揚合 は連濁 が起 こらない。
(2)後部 が他動詞 で前部 が その 目的語 の ときは連濁 の 起 こ らない こと
が多レ、。
(3)前部 が後部 を修飾す る ときは連濁 の起 こるこ とが多 い。
とい うことであ った。すな わち母音交替 の条件 と連濁の条件 とに平行性 が
見 られ るのである。 これは まことにお もしろい ことだが,こ うい うことも,
調査 をして整理 してみ ては じめ てわかる ことの一つである。
付 記
その後 『明解 日本語アクセント辞典』の終わ りまで資料を拡大 した結果,い くつ
かの事実が判明 した。いずれ稿 を改めて論 じることにするが,と りあえず次の点を
指摘しておく、
(1〉P,125の規則1に 関してo





連濁 しているものは次の9語:カ イテイパン,カ ツジバン,カワラバン,ゴ ー





(5〉p・129の,和語 の連 濁 規 則 の適 用 を受 け る漢 語 に関 して。
漢 語 で 常 に あ る い は ほ とん ど常 に 和 語 同 様 に 連 濁 す る も の は75例 。 そ の 中 で
pp.127£に あ げた もの 以 外 の,語 例 の 多 い もの を あ げ る と;ケ イ コ,テ タ,シ シ,
チ ャ ワ ン,チ ョー チ ン,テ ッ ポ ー,ト ー ロー,ヒ ョー シ(拍 子),フ シ ン,フ トン,
ホー コー 。
(6)P・131の規 則3に 対 す る 例外 に 関 して。
常 に あ る いは ほ とん ど常 に連 濁 しな い も のが,pp.131解133にあげ た も の のほ か
に約60例 あ る。 この うち[多音 節 譜 合 成 語1と い う構造 に は い る もの は 次 の 路 例=
ク ミア イ,ケ ム シン コ マ ツン サ シモ ノ,ツ ナ ミ,ツ メ クサ,ツ ワ モ ノ,テ オ チ,テ
ハ イ,ト ノサ マ,ト リク ミ,ト リヒ キ,ハ チ マ キ。 固 有 名 詞3例=コ マ チ,シ マ ネ,
タ ロー。 語 彙 的 に 決 ま って い る と考 え られ る もの45例:カ(蚊 〉,カサ(嵩),カタチ,
カ ラ ク リ,カ リ(雁),カンム リ,キ タ,ク レナ イ,ケ ム リ,コ イ(恋),サカ キ,シ オ
(潮,汐),シタ(下),シモ(下),シロ(代),スキ(鋤),スケ,ス ス キ,ス ソ,ス ミ(隅),
スミ レ,セ1セ ワ,ソ コ ヒ量 タカ,タ ミ,チ チ(父),チ リメ ン,チ ンコ,ツ ユ(梅雨),
ツユ(露 〉,テコ,ト(碩),ハ(羽),ハシ(端〉,ハナ(端)評ハ ハ,ハ マ,ヒ(樋),ヒ ル,7
(斑),フト=・1ホ.ホ ー(類),ホ トリ◇
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